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社会教育における環境教育・ESDと
市民参加の推進

西日本におけるイルカ・クジラに関する
教育・啓発活動の充実と普及

 日本全域

 大阪府、兵庫県

活動地域

活動地域

実践共有会（ナショナル
ミーティング）の実施 1 回

文科省との対話 4 回

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 33 ％

イベントの
延べ参加者数 184 人
イベント及び
研修等の実施回数 10 回

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 30 ％

知識の提供・普及啓発

プラットフォーム助成

1年目

知識の提供・普及啓発

LOVE BLUE助成

1年目

活動内容と成果
ナショナルミーティングには170人ほどが参加し、課
題に対する意識喚起をすることができた。また、文科
省と第7回ユネスコ国際成人教育会議の開催に向け
た勉強会を開催し、対話を重ね、ナショナルミーティ
ングへの登壇も実現した。ウェブページでは、情報を
掲載し、社会教育への意識を高めていくためのプ
ラットフォームづくりを行っている。社会教育にお
ける環境教育やESDへの意識をさらに高めていくた
めには、省庁への働きかけも必要である一方、ESD
の普及を促す実践者用のツールの必要性が見えてき
ている。

活動内容と成果
海やイルカ・クジラを想いながら親子で楽しく海岸
のごみ拾いを行うイベントや、ホエールウォッチン
グガイドや調査員による講演会を開催。また、イル
カ・クジラを通して自然環境を考える子ども向け
ワークショップの実施と環境に優しい生活の提案を
地域に密着したイベントにて実施した。
助成を受けたことにより、関西圏での活動回数が大
幅に増えた。団体の認知が高まり、会員やボランティ
アスタッフの西日本在住の方による新規参加が増
加。また、企業や他団体からの活動実施やコラボレー
ションのお問合せも多数いただいた。

課　題
環境教育・ESDや市民参加の促進は、全国各地で進め
られているが、多くは学校教育の実践であり、成人を対
象にした環境教育・ESDは、重視されているとは言え
ない。

目　標
社会教育におけるESDや市民参加への意識が高まり、
議論が各自治体や組織内で主体的に行われていること、
自治体の施策に反映され、実施を行政が支援している
こと。

課　題
西日本において、身近にイルカ・クジラが暮らす海
があることがあまり知られておらず、海の環境問題
を自分事として捉えた取組みが普及されていない。

目　標
西日本におけるイルカ・クジラに関する教育・普及
啓発活動を定期的に行い、その活動が安定して行え
るよう組織体制を確立する。
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ビーチクリーンアップでのワークショップビーチクリーンアップでのワークショップ

ナショナルミーティングの様子ナショナルミーティングの様子

イベントでのイベントでの
クラフトワークショップクラフトワークショップ

第7回会議の報告会を開催し、国際的枠組みから国内・地域の社会教育にどういか
していくのか議論をし、各団体の既存の取組みを、成人学習・教育の価値を通して
振り返り、捉えなおすサポートをしていく。

活動する中で、大阪・兵庫は海と密接に関わる地域であること、けれども身近な海
にイルカ・クジラが生息していることは認知されていないと実感した。引き続き、
地域と連携するなどし、普及・啓発に尽力したい。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
省庁へのアドボカシーの難しさを実
感しつつも、つながりや蓄積を駆使
することができた。

■工夫した点
団体内でも専門家による勉強会を実
施し、組織全体として展開していく
ことで、本事業の理解を促した点。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍により先を見
据えた計画が立てづらく、特に自主
開催においては実施場所及びスタッ
フの確保が困難であった。

■工夫した点
プログラムをオンラインで実施をす
ることになり、既存のクラフト系
ワークショップの指導要領をオンラ
イン向けに改編した。
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